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要旨 
 本報告は 1994 年 4 月に開講された留学生のための配偶者と対象とした日本語クラス「特
別日本語補講」の 20 年間の記録である。37 か国約 500 名がこのクラスで日本語を学んだ。
このクラスで日本語を学習したことで、多くの受講者が日本で円滑に過ごすことができた
ほか、千葉大学大学院への進学者も出るなど、成果を上げた。 
 
Abstract 
This report gives an account of the twenty years of Japane language classes for spouses of Chiba 
University students (Tokubetsu Nihongo Hokō) since their establishment in April 1994. These 
courses, which had a total of 500 students from 37 countries, enabled many participants to smoothly 
adapt to life in Japan. Several course participants later decided to further their education at Chiba 
University and were admitted to our graduate schools. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
125
国際教育　International Education Vol.8(2015.3)
１．はじめに 
 1994 年度に千葉大学旧留学生センターに留学生の配偶者を対象とした日本語クラス「特
別日本語補講」が開講され、成果を上げてきた 1)が、2014 年 11 月 21 日に最後の授業を行
い、2014 年度をもって配偶者を対象とする「特別日本語補講」の開講を取りやめることと
なった。 
本稿は、配偶者を対象とした日本語クラス「特別日本語補講」の 20 年の記録である。 
 
２．特別日本語補講の運営 
２．１ 開講する趣旨および目的 
「特別日本語補講」は 1993 年 10 月から始まった日本語研修コースで学んでいた学生が
「妻が来日するが、日本語教育をどうしたらいいか」と相談してきたことがきっかけとな
った。当時、ハード面だけではなく、ソフト面での支援も考えていた「母と学生の会」の
考えとも一致し、「母と学生の会」の会員がボランティアとして日本語を教えることとなっ
た。 
「特別日本語補講」開講の趣旨及び目的は次の 3 つである。 
1. 日本での生活が円滑に送れるよう手助けすることを最優先とする。そのため、初級に重
点を置く。 
2. 日本語の基礎教育を通じ、受講者の親交・交流を図る。 
3. 日本滞在中に起きる問題、悩みに対し、必要に応じて相談に乗り、問題解決のための間
接的な支援を行う。   
 
２．２ 運営 
(1) 開講時期 
 1994 年 4 月 18 日に最初の授業が行われた。以降、1 年に 2 回（前期・後期）に開講した。 
(2) 開講クラス 
 授業内容は初級で、当初は 2 レベル、3 クラス体制でスタートした。スタート時は同じレ
ベルでも、漢字圏の学習者は習得が早く、非漢字圏の学習者と差がつきやすいためである。 
  A クラス（漢字圏・非漢字圏を分けて 2 クラス体制を取った） 
  B クラス（漢字圏・非漢字圏合同クラス） 
その後、漢字圏・非漢字圏を分けず、初級を 3 つに分けて学習する A、B、C の 3 クラス
体制になった。 
(3) 時間数 
 各クラスとも 1 週間に 2 コマ（1 コマは 90 分）（火曜日と金曜日）授業を行った。 
(4) 場所 
 国際教育センターの演習室のほか、必要に応じて、国際交流会館のミーティング室や学
習者の自宅でも授業を行った。 
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(5) 講師 
 全員ボランティアである。主な講師は「母と学生の会」の会員で、毎期、2、3 人が講師
を務めた。 
(6) 使用教材 
 1994 年度～1998 年度は『しんにほんごのきそⅠ』『しんにほんごのきそⅡ』（スリーエー
ネットワーク）を、1999 年度より『みんなの日本語初級Ⅰ』『みんなの日本語初級Ⅱ』（ス
リーエーネットワーク）を使用した。 
 
３．受講者 
 1994 年度から 2014 年度までの半期ごとの合計で 37 か国、約 500 名が受講した。 
詳細は表 1 に示した。「特別日本語補講」を受講する配偶者は、高等教育修了者が多く、
後に千葉大学の大学院生や研究生になったものも少なくない。 
  
４．開講の取りやめ 
 今回、「特別日本語補講」の開講を取りやめる理由として、日本語講師を務めるボランテ
ィアの都合によるところが大きいが、「特別日本語補講」の受講者の変化も大きな理由であ
る。2.1 に「特別日本語補講」開講の趣旨と目的を記したが、受講者がこれらを必要としな
くなってきている現状がある。 
 まず、多くの外国人が日本に居住するようになり、それぞれの国ごとにコミュニティー
が存在するようになった。そのため、日本にいても、簡単に同国人のコミュニティーに参
加し、情報を得られるようになった。インターネットで簡単に情報が入手できるほか、ソ
ーシャル・ネットワーク・システム（SNS）の利用によって、渡日前から日本にいる友人な
どから情報が入手できるようになったことも大きい。また、日本にいても、母国にいる家
族や友人と簡単に連絡が取れるため、以前ほど、ホームシックになる人も減ったようであ
る。 
一方、日本国内に滞在する外国人が増えるに従って、日本人が外国人に興味を持たなく
なり、外国人と積極的に交流しない傾向も見られる。 
日本語を介して、外国人と日本人が積極的に交流し、日本人が外国人の支えとなるとい
う関係の必要性が薄れてきている。 
 このように、「日本語特別補講」開講の趣旨と目的が配偶者のニーズと合わなくなってき
ていることもあり、閉講という結論に達した。 
 
５．おわりに 
 近年、公民館などで行われる地域の日本語教室も充実してきており、また、千葉大学で
も学生ボランティアによる日本語の授業が行われるようになった。この「特別日本語補講」
が開講されなくても、学習を希望する配偶者が困ることはないと判断した。20 年の長きに
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わたり開講された「特別日本語補講」は時代の変化とともにその使命を全うしたと考える。 
 最後に、20 年間、「特別日本語補講」の責任者を務めてくださった佐川政子氏に感謝を申
し上げたい。 
 
注 
1) 開講当時の経緯については、佐藤（2003）に詳しい。 
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表 1 国別受講者数(人) 
 年度 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
1 中国 18 14 7 13 5 11 9 5 6 14 8 
2 韓国 10 3 3 5 1 8 2 3 3 3  
3 インドネシア   2  1 2  2  1 2 
4 エジプト  1   1   5 3 3 5 
5 インド      3 1  4 4 2 
6 バングラデシュ     1 1   1 2 2 
7 モンゴル  2     2 1 1 1 1 
8 イラン  2  1    2 1 1 1 
9 ネパール 1     1   1 1  
10 マレーシア 1   1        
11 台湾   1 2   1     
12 ヨルダン   1    1 1  1 4 
13 アメリカ 1 1  1    3 1   
14 ベトナム  1          
15 ポーランド            
16 ブラジル 2  1 1      2 2 
17 フィリピン 1 1    1      
18 ミャンマー  2  1        
19 ロシア            
20 アルジェリア    1        
21 トルコ  1          
22 ブルネイ   1     1 1   
23 スリランカ            
24 セネガル      1   1   
25 ホンジュラス          1 1 
26 ケニア          1 1 
27 ドイツ            
28 コスタリカ 1           
29 モロッコ 1           
30 クロアチア 1           
31 スーダン  1          
32 ナイジェリア  1          
33 ベルギー  1          
34 アルゼンチン    1        
35 リトアニア            
36 カンボジア            
37 メキシコ            
 計 37 31 16 27 9 28 16 23 23 35 29
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 年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014  計
1 中国 8 8 8 11 8 8 4 6 4 4 179
2 韓国 1 2 3 2 1 1 1 2 2  56
3 インドネシア 3 4 4 3 8 10 2 2  2 48
4 エジプト 3 5 6 3       35
5 インド 2 3 1   1     21
6 バングラデシュ 1  3 4 1 5 1    20
7 モンゴル  2 3  2 2  1  1 19
8 イラン        2 2  12
9 ネパール      1 4 3   12
10 マレーシア     1 5 2    10
11 台湾 1     1 2  1  9 
12 ヨルダン  1         8 
13 アメリカ    1       8 
14 ベトナム   1 1    1 2 1 7 
15 ポーランド    1 1 2 1    5 
16 ブラジル           4 
17 フィリピン           3 
18 ミャンマー           3 
19 ロシア    2 1      3 
20 アルジェリア  1 1        3 
21 トルコ     1 1     3 
22 ブルネイ           3 
23 スリランカ     1   1  1 3 
24 セネガル           2 
25 ホンジュラス           2 
26 ケニア           2 
27 ドイツ        1 1  2 
28 コスタリカ           1 
29 モロッコ           1 
30 クロアチア           1 
31 スーダン           1 
32 ナイジェリア           1 
33 ベルギー           1 
34 アルゼンチン           1 
35 カンボジア 1          1 
36 リトアニア    1       1 
37 メキシコ        1   1 
 計 26 26 30 29 25 37 17 20 12 9 499
注：各年度の人数は前期と後期の合計である。 
